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社，詳細は後述）が 2014 年 6 月に IHI グループの一員
となり，この知見を最大限活用し，褐炭焚きボイラの設計

信頼性を確保することにしている．
また，主要な褐炭焚き発電設備市場であるヨーロッパお
よび東南アジアにおいて，これまで適用されている褐炭焚き燃焼技術は，大型ボイラ用としては，高温の火炉内の燃焼ガスと遠心ファンタイプのミルを用いて褐炭の乾燥と粉砕を同時に行う褐炭生焚きシステム，中小型ボイラ用とし
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保できることが確認された．
本改造工事は，契約から工事開始までが 5 か月と非常
に短納期であったものの，問題なく完了し，所定の性能を
満足することが確認できた．第 2 表に改造前と改造後の
ボイラ性能比較を示す．

2. 2. 2　Niederaußem PS Unit G and H

Niederaußem 発電所はドイツ中西部に位置し，ドイツ
4 大電力会社の一つである RWE AG 社（以下 RWE 社）
が所有・運営する発電所である．燃料は近隣で産出される
Rhenish lignite（ライン川流域褐炭）を用いており，燃料
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代が安価であることから重要な電源の一つと位置付けられ
ている．
従来，褐炭焚き発電設備はベースロード電源と位置付け
られていたが，昨今の再生可能エネルギーの台頭によっ
て，中間負荷運用を余儀なくされつつある．

Niederaußem PS Unit G and H は発電出力 600 MW と
比較的規模の大きな褐炭焚き発電設備であるが，計画時の
空気過剰率が 1.35 と比較的高いことが NOx 濃度高，火
炉内での燃焼遅延の要因となっており，定格負荷運転時の
NOx 濃度高，スラッギングによる頻繁な停缶・灰除去作
業，NOx 濃度高による部分負荷運転制約といった課題を
抱えていた．

2012 年にこれを解決するため，SE 社は RWE 社から改
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ਤに生褐炭・予乾燥褐炭混焼燃焼 CFD 結果の一例を示
す．

2. 3. 2ɹ౦ೆΞδΞҊ݅ʹର͢Δࢼઃܭ

褐炭の性状は，産地・石炭層によって発熱量・水分・灰
分・灰特性という基本条件が大きく異なる．このため，瀝
青炭発電設備のように，標準的な機器構成で計画できるも
のではなく，計画案件によって計画炭性状・範囲に適切な
機器構成を採用することが重要である．


